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１． はじめに

「公共建築工事標準単価積算基準」（以下「単

価積算基準」という）は，公共建築工事における

工事費積算に用いる単価および価格に関する基本

的事項を定めている基準であり，官庁営繕事業に

関する積算基準類の一つです（図）。これら積算

基準類は，国土交通省のほか各府省庁においても

運用される統一基準として位置付けられるもので

す。

単価積算基準は昨年度末に改定を行っており，

以下にその改定概要について紹介します。

２． 単価積算基準の概要

工事費積算で用いる単価および価格には，材料

価格，単位施工当たりの単価（複合単価），元請

業者と下請専門工事業者間の取引価格の調査に基

づく市場単価および専門工事業者等からの見積価

格等を参考に価格を定め一式として取り扱う価格

などがあります。
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単価積算基準では，これらの単価および価格の

算定方法や市場単価の取り扱い，単価および価格

の適用に当たっての基本事項を定めています。ま

た，複合単価の算定に当たっては材料，労務，機

械器具等の各要素の単位施工当たりに必要となる

数量から構成される歩掛を用いますが，単価積算

基準において工事費積算に用いる標準的な歩掛と

して，建築工事について仮設，土工等の計２４工

種，電気設備工事について配線工事，電灯設備等

の計２２工種，機械設備工事について配管工事，空

気調和機器等の計１９工種の標準歩掛を定めていま

す。

３． 主な改定内容

公共建築工事標準仕様書の建築工事編，電気設

備工事編および機械設備工事編のそれぞれが昨年

度末に改定されています。単価積算基準の主な改

定内容は，これらの公共建築工事標準仕様書の改

定に伴うもので，仕様等の追加・変更があった工

種に係る標準歩掛についての追加・変更を行って

います。

� 建築工事に係る主な改定内容

足場等からの墜落防止等の対策強化を図るため

の労働安全衛生規則が改正され，平成２１年６月１

日から施行されています。また，建設業における

足場からの墜落等に係る労働災害防止対策の一層

の推進を図るため「手すり先行工法等に関するガ

イドライン」が厚生労働省から示されています。

これを受け，国土交通省では営繕工事について

設計図書に，足場を設ける場合は「手すり先行工

法等に関するガイドライン」による足場とする旨

の記載を行い，また工事費積算においてはこれら

の費用を適切に計上するよう運用により対応して

きたところです。

今回の単価積算基準の改定では，これらの運用

で対応してきた足場関係の歩掛について，改めて

統一基準として改定を行っています。具体的には

「枠組本足場」「単管本足場」「内部躯体足場」お

よび「内部仕上足場」の歩掛の改定およびこれら

の足場に係る「仮設材運搬」の歩掛を改定してい

ます。その他に標準仕様書の改定に合わせ「床タ

イル」「モザイクタイル」の歩掛の改定等を行っ

ています。

� 電気設備工事に係る主な改定内容

標準仕様書の改定に合わせ「金属トラフ」の歩

掛の追加や「蛍光灯器具」の歩掛の改定等を行っ

ています。

� 機械設備工事に係る主な改定内容

氷蓄熱空調システムを用いた事例が増えてきた

ことから標準仕様書に現場施工形氷蓄熱システム

用ブライン管が追加されており，これに伴い「配

管用炭素鋼管（黒）（ブライン）」の歩掛を追加し

ています。その他に標準仕様書の改定に合わせ

「配管保温撤去」の歩掛の改定等を行っていま

す。
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